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天敵昆虫製剤「オリスターRRA
（タイリクヒメハナカメムシ製剤）」
の開発

はじめに

天敵昆虫を野外の農耕地に放虫し、自然界に定着
させ害虫を長期的に防除する、古典的天敵利用の試
みは1900年代の前半から世界各国で行なわれてきた。
1970年代に入り欧米、特にオランダを中心に施設園
芸の害虫防除を目的として、商業的に大量生産された
天敵昆虫を限られた栽培期間の害虫防除に利用する、
いわゆる天敵農薬的使用が本格的に開始された。現在
では、北ヨーロッパを中心に施設園芸の主要害虫防除
手段として、その利用法が完全に確立されている1）。
一方、日本では天敵昆虫の農薬的利用の試みは欧
米に比較して大きく遅れていた。しかしながら近年の
消費者の農産物に対する安全指向や殺虫剤に対する害
虫の抵抗性発達問題等により、化学農薬一辺倒の作
物保護から多様な防除手段を効率的に併用する総合防
除（IPM： Integrated Pest Management）への関
心が国内でも急速に高まってきた。「虫によって虫を
駆除する」、天敵昆虫製剤は生物的防除手段の代表格
として注目をあつめ、1990年代になって、オンシツ
ツヤコバチやチリカブリダニ等天敵農薬の登録が行な

われた。しかしながらこれらの天敵農薬はいずれも海
外の天敵会社からの海外種天敵の輸入品であった。
住友化学は、1993 年度－ 1997 年度の5年間にわ

たり実施された、農林水産省プロジェクト「昆虫利
用産業技術の開発事業」に「国産天敵ハナカメムシ
類による微小害虫の制御」のテーマを掲げて参画し
た。そして難防除害虫であるミナミキイロアザミウ
マやミカンキイロアザミウマの有力天敵として注目さ
れていた、在来種のヒメハナカメムシ類の大量生産
技術を確立した2）。その結果1998年 9月にナミヒメ
ハナカメムシ製剤「オリスター®」を発売した。プロ
ジェクト終了後もさらに社内で検討を継続し、休眠
特性等に特徴があり天敵としての性能がさらに優れる
タイリクヒメハナカメムシ製剤「オリスター ®A（第
1図）」を2001年 1月に発売した3）。第1表にオリス
ター ®Aの適用作物、適用害虫及び使用方法を示し
た。本稿では、ヒメハナカメムシ類の大量飼育技術
の確立、オリスター®Aの休眠特性と圃場における効
果、さらにはオリスター®Aを組み込んだ総合防除体
系について述べる。正確に言えば、オリスター®Aと
は有効成分としてタイリクヒメハナカメムシを含有す
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主たる防除効果は放飼成虫が産み出す次世代以降の
幼・成虫によるアザミウマ類の捕食に拠るところが大きい。

大量飼育技術の確立

昆虫の大量飼育を行なう場合、飼料の選択は極め
て重要な要素である5）。捕食性天敵の場合、自然界
で捕食している微小昆虫類を大量飼育の餌として用い
ることは、供給の安定性やコスト面から問題が多い。
従って有効な代替餌の選択が必要となる。我々は海
外において捕食性カメムシ類の代替餌として用いられ
ている、入手が容易な貯穀害虫スジコナマダラメイ
ガの卵を本種の飼育に使用し好結果を得た。
本種のような捕食性昆虫の場合、狭い飼育容器の
中で高密度飼育を行うと、飼育昆虫同士の共食いが
頻繁に起き、飼育効率が著しく低下する。共食い防
止のために有効な飼育資材の選択は必須であった。
我々は飼育容器内に微小な飼育虫の相互の干渉を防ぐ
シェルターを入れることにより、共食いを防止し成虫
回収率を高めることに成功した。このシェルターを使
用すると飼育容器内にカビの発生も無く、かつ飼育
作業時の操作性にも非常に良好であった。
産卵効率を高めることは、次世代の確保という点で
大量継代飼育の成功にとって重要である。本種の雌
成虫は植物組織内産卵する習性をもっている。従って

る天敵農薬製剤の名称であるが、本稿では本来の意
味の他に、製剤中の有効成分である当社で大量飼育
を行っている選抜されたタイリクヒメハナカメムシの
意味としても用いる。

タイリクヒメハナカメムシの生物学的位置及び効

力の発現様式

タイリクヒメハナカメムシ（学名　Orius strigi-
collis）は半翅目のハナカメムシ科（Anthocoridae）
に属する昆虫で体長約2mmの微小な捕食性カメムシ
である（第2図）。分布は関東以南の日本本土及び沖
縄、小笠原諸島、台湾、中国大陸である4）。他のヒ
メハナカメムシ類と同様に、アザミウマ類を中心に、
ハダニ類、アブラムシ類、鱗翅目の卵及び若令幼虫
等の微小節足動物を好んで捕食する。第2表にこれ
まで捕食が確認された、昆虫及びダニ類を示した。
タイリクヒメハナカメムシ成虫を圃場に放虫した場合
アザミウマ類を直接的に捕食する効果も期待できるが、

第 1 図� オリスター®A製品ボトル（250頭／250mL）�

第 2 図� ミカンキイロアザミウマを捕食するタイ
リクヒメハナカメムシ�
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第 2 表� タイリクヒメハナカメムシの捕食の範囲�
（住友化学で確認された種及びステージ）�
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産卵場所として適当な基材を提供する必要があった。
これについては準備が容易な豆類の幼苗の利用を試
み、十分な量の卵を得ることができた。第3表に卵の
接種数を変え、小型の容器内でタイリクヒメハナカ
メムシの飼育を行った結果を示した。飼育効率は1容
器あたり約700卵接種のときに最も良好であり1カッ
プあたりの平均成虫回収数は357頭であった。

大量増殖のフローチャートを第3図に示した。生産
及び品質管理上のチェック項目としては、雌あたり
産卵数、孵化率等が挙げられる。室温25℃、湿度50
～ 60％、14L10Dの条件下で接種から成虫回収まで
約3週間を要する。

最後にオリスター®Aの冷蔵保存性について述べる。
天敵昆虫製剤は常温に放置しておくと急速に劣化（昆
虫の死亡）が起こる。劣化を防止する手段としては
3－10℃程度での冷蔵保存法が通常用いられる。冷
蔵保存可能期間を確認しておくことは生産出荷の際の
保管、輸送あるいは品質保証期間を定める上で極め
て重要である。
オリスター®Aの3℃及び8℃冷蔵条件下での保存
性を第4表に示した。
その結果8℃における保存7日後の平均生存率は
94.2 ％、14 日後では88.4 ％であった。すなわち良
好な状態で冷蔵保存された場合、生産後約 1 週間
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以内であればほぼ問題なく使用可能であることが判
明した。

オリスター®Aの休眠特性

ハナカメムシ類の天敵農薬としての主たる使用場面
は高知、宮崎等の西南暖地及び茨城における、冬春
作のピーマン、なすのアザミウマ類防除である。冬春
作の主たる日長条件は夜間が長い短日条件となる。日
本など温帯地域を主分布域とする昆虫類の多くは、短
日条件（秋、冬の日長条件）になると越冬のため生
殖等の活動を停止し、休眠状態に入る種類が多い。
我々が農水プロジェクトで取り組み開発したナミヒメ
ハナカメムシは、短日条件で幼虫期を過ごすと成虫
は生殖休眠状態に入る6）。生殖休眠とは雌成虫が産
卵を行なわず、次世代を産出できない状態である。
この場合、防除効果は放飼成虫の捕食のみであるた
め、持続期間が極めて短く当該作期での使用は困難
であった。短日下で生殖休眠を行わない種の選択や
系統の選抜は極めて重要な課題であった。
タイリクヒメハナカメムシは生殖休眠を行うものの

休眠が誘起される臨界日長が他の国内産ヒメハナカメ
ムシ類に比べて短く、休眠が比較的浅い種であると
されている7）。我々は野外から採集したタイリクヒメ
ハナカメムシに独自の淘汰を加えることにより、短日
条件下で非休眠である系統の選抜に成功した。
第5表にタイリクヒメハナカメムシの選抜系統、す

なわちオリスター ®A、タイリクヒメハナカメムシ非
選抜系統、及びナミヒメハナカメムシの2種3系統を
1飼育温度25℃、明期16時間、暗期8時間の長日
飼育条件下及び 2飼育温度25℃、明期 10時間、
暗期14時間の短日条件下で飼育を行い、羽化した雌
成虫に産卵基材を与え、同一条件下で15日間産卵を
行わせた結果を示した。またオリスター®Aについて
は冬季の高知ピーマン栽培の実地条件により近い 3

夜温18℃、昼温30℃明期 10時間、暗期14時間の
短日条件下でも同様な実験を行った。
非選抜系及びナミヒメハナカメムシの産卵数は、短

日条件では長日条件に比べ大幅に低下し、特にナミ
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第 3 表� 容器あたりの接種卵数を変えた場合のタ
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第 4 表� オリスター®Aの冷蔵保存性�
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第 3 図� オリスター®Aの生産工程図�
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その結果、第4図に示す通り、オリスター®A処理区
では放飼後70日間にわたり、ミナミキイロアザミウ
マ及びヒラズハナアザミウマの発生をほぼ完全に抑え
る事ができた。
次に実用場面での効果について示す。実施したの
は高知県安芸郡半利町のピーマン農家で冬春作のアザ
ミウマ類防除の場面である。オリスター®Aの処理は、
成虫0.5頭／m2の放虫密度、1週間間隔で秋季2回
（1回目： 2001 年 10 月 26 日、2回目： 11月 2日）、
翌早春期1回（2002年3月11日）行った。試験に用
いた施設の面積は2000m2（約 2000株植栽）であっ
た。観察は約1週間間隔でハウス内5ヶ所、合計200
花に寄生するアザミウマ類の幼虫、成虫数を目視ま

ヒメハナカメムシでは殆ど産卵は行なわれなかった。
一方、オリスター®Aについては産卵数及び産卵雌率
は短日条件下でも殆ど低下せず、実用場面に近い短日
で夜温昼温が異なる変温条件下でも、殆ど産卵数の減
少が起こらなかった。以上の結果より、オリスター®A
は秋季から冬季にかけての短日条件下の温室内でも十
分増殖が可能であり、次世代以降の防除効果が期待
できることが判明した。

実用場面での効力

高知県内の試験場において、ピーマン栽培施設内
にオリスター®Aを1平方メートルあたり1頭、1週間
間隔で2回（1999年10月19日及び10月26日）放飼
し、アザミウマ類に対する防除効果の検討を行った。
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第 4 図� オリスター®Aのピーマン寄生アザミウマ
類に対する防除効果（施設内試験）�
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マ類の被害を抑えることができた。
この作型のピーマンにとっての最大の害虫はアザミ

ウマ類であるが、この他に発生した害虫はアブラムシ
類、ハスモンヨトウ、オオタバコガ等であった。これ
ら害虫の防除については、オリスター®Aに影響が少
ない天敵昆虫、化学農薬、微生物農薬及び物理的防
除資材等を用いた。具体的にはアブラムシ類の防除
には天敵であるアブラバチを使用し、ハスモンヨト
ウ、オオタバコガについては黄色蛍光灯やハウスサイ
ドへにネットを張って侵入を防止し、それに加えて化
学農薬やBt剤を用いて防除した。
以上の結果より、ピーマン定植直後にオリスター®A

を0.5 頭／m2を1週間間隔で2回処理し、春季にア
ザミウマ類及びオリスター®Aの密度を調査しながら
必要に応じて追加放飼すれば、作期を通じてアザミ
ウマ類防除用の化学農薬の散布を全くせずに、ピー
マンを収穫できることが明らかになった。

オリスター®Aを組み込んだ総合防除体系

第6図に高知県におけるオリスター®Aを中心とし
た冬春作・促成栽培ピーマン、ししとうの総合防除

たはルーペを用いて行い、10月の放虫直後から翌年5
月末まで経時的に行った。発生したアザミウマ類の種
類はミナミキイロアザミウマが大部分を占め、ミカン
キイロアザミウマ、ヒラズハナアザミウマが混在する
状況であった。
結果を第5図に示した。オリスター®Aを実際の施
設園芸で使用する場合　1放飼適期の判定、特に散
布時のアザミウマ類の密度　2アザミウマ類以外の害
虫が発生した場合の対策　3気象条件等の関係でア
ザミウマ類の増殖に天敵追いつかなかった場合の追加
放飼の判断等が必要となってくる。本試験においてオ
リスター®A放飼時点では既にアザミウマ類は増殖傾
向にあったため、11月中旬には花あたりのアザミウ
マ類幼虫＋成虫数は5頭程度まで増加した。放飼さ
れたオリスター®Aは順調に増加し、併用したククメ
リスカブリダニとともにその効果を発揮し、12月に
入ってからはアザミウマ類をほぼ完全に抑制した。し
かし翌春の密度調査の結果、アザミウマ類の増加に
比べオリスター®Aの増殖が遅れ気味であると判断さ
れたため、3月 11日にオリスター ®Aを追加放飼し
た。オリスター ®Aは3月下旬より急激に増加し、4
月以降～収穫最後までオリスター®A単独でアザミウ
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第 6 図� オリスター®Aを用いた施設ピーマン、ししとうのIPMモデル�
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おわりに

オリスター®Aは、なす、ピーマン等の施設園芸分野
で最大の難防除害虫であるミカンキイロアザミウマ及び
ミナミキイロアザミウマを中心としたアザミウマ類に対
する有力な防除資材として、その利用が急速に拡大し
つつある。住友化学は、今後とも環境、天敵に優しい
化学農薬、微生物農薬、天敵農薬等の開発を通じ、各
種作物のIPM体系の確立に寄与していきたいと考える。
本稿を終えるにあたり、本天敵の開発に関しご指
導、ご助言を賜った、独立行政法人中央農業総合研
究センター 矢野栄二室長（前農業環境技術研究所）、
独立行政法人果樹試験場　村井保生産環境部長（前
岡山大学）、岡山県農業総合センター 永井一哉室
長、高知県農業技術センター 高井幹夫室長及び高
知県安芸農業改良普及センター和田敬専門改良普及
員、岡林改良普及員に深い感謝の意を表します。
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（IPM）モデルを示した。
オリスター®Aはアザミウマ類の最有力の天敵昆虫

であるが、真冬や低温時にはその活動がやや低下す
る。そこで、オリスター®Aに影響が少なく、各種害
虫密度を低下させることのできる防除資材との組み合
わせが必要であり、それらを総合的に活かす利用方
法を各主要地域ごとに検討中である。
アザミウマ類防除に関し、オリスター®Aと併用で

きる資材としては、天敵昆虫としてはククメリスカブ
リダニ、住友化学の化学農薬としてはラノ－ ®乳剤
がある（現在なすに既登録、ピーマンには申請中）。
アブラムシ類の防除は、定植時粒剤処理及び天敵

昆虫アブラバチ、クサカゲロウ、テントウムシ等があ
る。現在最も使用されているものはアブラバチである
が、アブラバチはヒゲナガアブラムシ類には効果がな
いことから、新しい化学薬剤や天敵昆虫の開発が求
められている。
ハスモンヨトウ、オオタバコガ類には、黄色蛍光

灯、ハウスサイドネットの利用の物理的防除法、エ
スマルク®DFやフローバック®DF等のBt剤が有効で
ある。なお、現在住友化学が開発中のプレオ ®FLは
天敵昆虫に影響が少なく、アザミウマ類、ハスモン
ヨトウ、オオタバコガ類に効果が高いことから、オリ
スター®Aとの併用が可能であり、早期上市が期待さ
れている。
ハダニ防除剤及び殺菌剤は、天敵昆虫に影響のな

いものが多いが、一部に天敵昆虫に影響がある薬剤
も存在するので、使用する前には影響を調査する必
要がある。
オリスター®Aをはじめとする天敵昆虫を有効に利

用するためには、天敵に影響の少ない各種防除資材
を適所に使い、害虫密度、病害を要防除水準以下に
保つ総合防除（IPM）技術を確立する必要がある。

天敵昆虫製剤「オリスター®A（タイリクヒメハナカメムシ製剤）」の開発
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